
評価 評価 自己評価 改善方策 意見等

4 学力向上プラン作成　１００％ 4 学力プランの授業実施率　１００％

3 学力向上プラン作成　９０％以上 3 学力プランの授業実施率　９０％以上

2 学力向上プラン作成　８０％以上 2 学力プランの授業実施率　８０％以上

1 学力向上プラン作成　８０％未満 1 学力プランの授業実施率　８０％未満

4 教員アンケート　肯定的な回答　９０％以上 4 児童アンケート　肯定的な回答８０％以上

3 教員アンケート　肯定的な回答　８０％以上 3 児童アンケート　肯定的な回答７０％以上

2 教員アンケート　肯定的な回答　７０％以上 2 児童アンケート　肯定的な回答６０％以上

1 教員アンケート　肯定的な回答　７０％未満 1 児童アンケート　肯定的な回答６０％以上

4 年３回の授業観察と指導　１００％ 4 児童アンケート　肯定的な回答８０％以上

3 年３回の授業観察と指導　９０％以上 3 児童アンケート　肯定的な回答７０％以上

2 年３回の授業観察と指導　８０％以上 2 児童アンケート　肯定的な回答６０％以上

1 年３回の授業観察と指導　８０％未満 1 児童アンケート　肯定的な回答６０％以上

4 年間１１回の校長講話と年間３回のいじめ防止授業の実施１００％ 4 「いじめはぜったいにいけないものだ」という問いに対する回答９５％以上

3 年間１１回の校長講話と年間３回のいじめ防止授業の実施８０％以上 3 「いじめはぜったいにいけないものだ」という問いに対する回答９０％以上

2 年間１１回の校長講話と年間３回のいじめ防止授業の実施７０％以上 2 「いじめはぜったいにいけないものだ」という問いに対する回答８０％以上

1 年間１１回の校長講話と年間３回のいじめ防止授業の実施７０％未満 1 「いじめはぜったいにいけないものだ」という問いに対する回答８０％未満

4 年間３回のアンケートと毎週１回の生活指導夕会の実施９５％以上 4 アンケート結果の対応率１００％　3ヶ月以内の解決９５％以上

3 年間３回のアンケートと毎週１回の生活指導夕会の実施９０％以上 3 アンケート結果の対応率１００％　3ヶ月以内の解決９０％以上

2 年間３回のアンケートと毎週１回の生活指導夕会の実施８５％以上 2 アンケート結果の対応率１００％　3ヶ月以内の解決８５％以上

1 年間３回のアンケートと毎週１回の生活指導夕会の実施８５％未満 1 アンケート結果の対応率１００％未満　3ヶ月以内の解決８５％未満

4 家庭や専門期間との左記の条件の基の連携１００％ 4 不登校の出現率　学校で５名以内

3 家庭や専門期間との左記の条件の基の連携９５％以上 3 不登校の出現率　学校で１０名以内

2 家庭や専門期間との左記の条件の基の連携９０％以上 2 不登校の出現率　学校で１５名未満

1 家庭や専門期間との左記の条件の基の連携９５％未満 1 不登校の出現率　学校で１５名以上

項目
学校関係者評価

取組目標 具体的方策

令和７年度　墨田区立第一寺島小学校　学校経営計画・経営報告書（自己評価・学校関係者評価）
作成者　校長　髙橋　誠人

学校教育目標

目指す学校像

目指す児童像

目指す教師像

○進んで学習する子　　○思いやりのある子　　○からだを大切にする子

○「笑顔と真顔と得意顔」のある学校

○生き生きと学習をしたり、運動をしたりする児童

○自分の仕事に自信と責任をもち、自己の能力を向上させようとする教師

分析 改善方策取組指標 成果指標

○当初申告で算数を扱うこと
により、学年内での授業につ
いての話し合いの起点となっ
た。

○OJTで「授業力向上」や
「学習規律の確立」を推進す
ることで、より教員の授業力
の向上が図られる。 A A

授業力の向上【校内研】

①校内研究を国語科に設定し、学
力向上のための、個別最適な学び
と協働的な学びの一体化の充実に
努める。

①年間６回の研究授業と１２月に
研究発表を行う。 4 4

○児童アンケートでは、90%
の児童が「授業が楽しい」と
回答している。
〇昨年度と比較すると、３ポ
イント上昇した。

○児童が学習に対して見通し
をもったり、主体的に取り組
むことができるようにする必
要がある。 A A

①９月中に全ての担任が各種調査
結果を基にした学力向上プランを
作成し、中間申告で授業改善のた
めの面接を行う。

確かな学力の定着と向上

①学力調査の結果を授業改善に結
び付ける。

○公開などでは、子供たち
が授業によく集中してい
る。
○先生方が努力しているこ
とがよく分かる。

AA

○学力調査の結果を見ると、校内
研究で扱っている国語の伸びが大
きい。教材研究と指導法の開発が
学力を向上させることに直結して
いる。

○墨田区の学力調査を振り返り、
全ての学級担任が改善プランを作
成することができた。
○学力向上プランで具体的な教科
や領域を指定したため成果指標が
１００％となった。

44

○研修が充実していること
がよく分かった。いじめが
起こりにくい状況にもなっ
ているように感じる。

各
教
科
指
導
等

生
活
指
導
等

〇AIを頼るのではなく、自
分で判断ができる子を育て
て欲しい。AIにつかわれな
い子の育成をお願いする。

いじめの未然防止

全校朝会の校長講話や担任からの
授業でいじめは絶対にいけないこ
とを示す。

①いじめの未然防止のために、毎
月１回、校長講話でいじめ防止に
関する講話を行う
②いじめの未然防止のために、全
ての学級で年間３回以上いじめ防
止の授業を行う。

4 4

○全校朝会での校長講話をは
じめ、いじめ防止に対する取
組が児童のいじめ防止に対す
る意識の高さに繋がってい
る。

○軽微ないじめを逃さず、今
後も一つ一つ丁寧に対応して
いくことが課題である。

A A

○研修が充実しているこ
と、校長先生のリーダー
シップが発揮されているこ
とがよく分かった。

授業力の向上【実践】

①人事考課の活用で、校長・副校
長より直接授業について指導を行
う。

①当初申告時：算数
　中間申告時：体育
　最終申告時：専門教科

4 4

不登校の予防と解決

①全教職員の共通理解のもと機動的に
対応し、担任を支援する。
②積極的に外部機関との連携を図り、
短期解決に向け尽力する。

①2日連続で欠席した場合は、
cocooによる連絡があったとして
も、原則保護者に連絡をする。
②1週間欠席が続いた場合は、原
則墨田区子育て支援総合センター
課やＳＳＷ、区教育委員会に連携
をし、対応策を共有する。

4 3

○異学年交流や児童が主体的に行
う活動などをできるだけ多く取り
入れたことが自立的な児童の育成
に繋がった。

○児童主体の活動が展開され
るような教育課程の工夫が必
要である。

A A

いじめの迅速な対応

早期発見、早期対応、早期解決の
ために、児童の実態調査を行った
り、情報共有を行ったりする。

①いじめの早期発見のためのアン
ケートを年間３回（６月、１０
月、１月）実施する。
②週１回、生活指導夕会で、学校
内外の様々なトラブルに対して全
教員で共有する。

4 4

○臨時校内委員会の開催や、
いじめ防止のアンケート、教
育相談などにより、軽微ない
じめを逃さず、迅速に対応で
きた。

○今後も、いじめ防止の授
業、全校朝会での話、いじめ
防止アンケート等、様々な方
法でいじめ防止に努める。 A A

○いろいろな特性をもった
子が増えてきています。先
生方が努力している姿がと
てもよく分かりました。今
後も続けていくことをお願
いします。

○世の中は学校にいかなく
てもよい風潮があるが、子
供の実態に応じて学校にく
ることを目標にしてほし
い。

〇令和７年度 学校経営計画における重点内容

【夢と希望の実現に向けて確かな学力の定着と向上】

・各種学力調査の結果を学力向上プランに繋げ、課題となっているところを授業に反映させる。

・校内研究を国語科に設定し、個別最適な学びと協働的な学びの一体化の実現に向けて、研究授業を充実させる。



評価 評価 自己評価 改善方策 意見等
項目

学校関係者評価
取組目標 具体的方策 分析 改善方策取組指標 成果指標

4 年間５本以上、校内外で授業観察を行う１００％ 4 年間１０本以上公開する授業を行う９５％以上

3 年間５本以上、校内外で授業観察を行う９５％以上 3 年間１０本以上公開する授業を行う９０％以上

2 年間５本以上、校内外で授業観察を行う９０％以上 2 年間１０本以上公開する授業を行う８５％以上

1 年間５本以上、校内外で授業観察を行う９０％以下 1 年間１０本以上公開する授業を行う８５％未満

4 平均年次有給休暇取得日数　１７．５日以上 4 月あたりの残業時間、４５時間以内９０％以上

3 平均年次有給休暇取得日数　１５日以上 3 月あたりの残業時間、４５時間以内８０％以上

2 平均年次有給休暇取得日数　１０日以上 2 月あたりの残業時間、４５時間以内７０％以上

1 平均年次有給休暇取得日数　１０日未満 1 月あたりの残業時間、４５時間以内７０％未満

4 年間１２回の研修と毎月１回以上の注意喚起　１００％ 4 服務事故発生件数　０件

3 年間１２回の研修と毎月１回以上の注意喚起　９５％以上 3

2 年間１２回の研修と毎月１回以上の注意喚起　９０％以上 2

1 年間１２回の研修と毎月１回以上の注意喚起　９０％未満 1 服務事故発生件数１件

4 学校公開や学校行事への保護者の参加率９５％以上 4 道徳授業地区公開講座及び学校保健委員会の保護者の参加５０人以上

3 学校公開や学校行事への保護者の参加率９０％以上 3 道徳授業地区公開講座及び学校保健委員会の保護者の参加３０人以上

2 学校公開や学校行事への保護者の参加率８０％以上 2 道徳授業地区公開講座及び学校保健委員会の保護者の参加１０人以上

1 学校公開や学校行事への保護者の参加率８０％未満 1 道徳授業地区公開講座及び学校保健委員会の保護者の参加１０人以下

4 毎週１回　ホームページを更新する。 4 年間40回以上更新する。

3 ２週間に１回、HPを更新する。 3 年間30回以上更新する。

2 ３週間に１回、HPを更新する。 2 年間２０回以上更新する

1 １ヶ月に１回、HPを更新する。 1 年間１０回以上更新する。

4 地域と関連した学習を行う１００％ 4 地域と関連した学習に肯定的な回答をする児童が９５％以上

3 地域と関連した学習を行う８６％以上 3 地域と関連した学習に肯定的な回答をする児童が９０％以上

2 地域と関連した学習を行う７２％以上 2 地域と関連した学習に肯定的な回答をする児童が８０％以上

1 地域と関連した学習を行う７２％以下 1 地域と関連した学習に肯定的な回答をする児童が８０％以下

学
校
の
管
理
運
営

教師の自己研鑽

自分の仕事に自信と責任をもち、
自己の能力を向上させようとする
教師の育成

①年間１０本以上公開する授業を
行う。
②年間５本以上、校内外で授業観
察を行う。 4 4

○校内研究授業、年３回の授
業観察、交流授業、区小研の
研究授業等により、教師の指
導力の向上に繋がった。

○研究授業をするための準備
の時間や、実施した後の協議
会の時間を捻出することが課
題である。 A A

働き方改革の推進

教職員のライフワークバ
ランスの支援

①年次有給休暇の取得を奨励す
る。
②各種特別休暇の周知と取得促進
をする。 3 4

○会議の精選、事務整理日の
確保等、働き方改革の推進を
行った。一方で、年度当初の
年休日数が少ない初任者等若
手教員の割合が増加し、取得
率が下がったことが考えられ
る。

○「働き方改革」を進めなが
ら、教員の「働きがい」も大
切にしていく。

A A

A A

○教員の働き方がよく分
かった。先生たちがゆとり
をもって働けていることが
わかる。

〇教職員の研究や研修のお
かげで、自信をもって笑顔
で子供たちに接することが
できるのだと思う。

○先生たちが自信をもって
授業をすることができたの
は、学校として研修がしっ
かりと行えているからと思
える。

○公開などで学校にいく
と、子供たちから挨拶をし
てくる姿が多くなった。
○地域の子供会と登校班は
関りがある。登校班の仕組
みを教えて欲しい。

○地域が昔からのものが多
く残っており、地域を生か
した学習を続けていって欲
しい。

郷土文化愛を育てる

①墨田郷土資料館や地域の図書
館、すみだ北斎美術館を活用した
学習を展開する。

①資料館を利用した歴史の学習
や、図書館と連携した学習、調べ
方コンクールへの応募など、全て
の児童が地域の学習関連機関を活
用した学習を行う。

4 4

〇低学年は、自然探しやお店
屋さん体験、中学年はスー
パー見学や北斎美術館の見
学、高学年は地域防災訓練等
で、地域の学習を行うことが
できた。

〇総合的な学習の時間や社会
科の時間で、地域の学習を年
間計画に位置付ける必要があ
る。 A A

○ホームページで様子をみ
れることがありがたいで
す。今後も続けていってく
ださい。

○開かれた教育課程の実施の
ために、道徳授業地区公開講
座を開き、５１名の参加が
あった。
○学校公開や学芸会・運動会
等で多くの保護者や地域の方
が参加があった。

〇今後も地域に開かれた学校
であるために、様々な活動を
公開したり、HPに更新した
り、手紙やメール等で配信し
ていく必要がある。

服務事故未然防止の取組

①服務事故防止研修を行う。
②副校長から、日々の業務に関わ
る注意喚起を行う。

①校長から、毎月「使命を全うす
る」の各項目ごとに服務事故防止
研修を行う。
②副校長から、適宜（月に１回～
２回程度）個人情報漏洩や個人情
報管理等、日々の業務に関わる注
意喚起を行う。

4 4

○自分事として年間１２回の
服務研修を行うことができ
た。
〇「使命を全うする」が刷新
されたことについて重く受け
止め、新しい事項について即
座に研修を行った。

○繁忙期の個人情報紛失な
ど、業務量と服務事故との関
連を基に、計画的に業務を
行ったり、服務事故が起こり
やすい時期に研修や声かけを
随時行っていく。

ホームページの充実

学校行事の様子や活動の様子をHP
を通じて保護者や地域に伝える。

①入学式、卒業式、運動会、学芸
会など、学校の大きな行事の様子
をHPに掲載する。

②日常の学習の様子を学年ごと
に、週１回程度更新をする。

4

家
庭
・
地
域
連
携

開かれた学校づくり

①学校公開や学校保健委員会・道
徳授業地区公開講座、運動会や音
楽会等の行事に保護者が参観をす
る。

①保護者の参加率をあげるため
に、事前周知や活動内容の質の向
上に努める。

4 4

B A

A A

4

〇年間で５０回以上更新する
ことができた。

〇目標は達成できたが、昨年
度以上にＨＰを介して学校の
様子を伝えることについては
課題が残った。

〇現在、ＨＰ担当を中心に、
毎月の行事について、担任や
行事担当が原稿を作成してい
る。ＨＰ担当者を増やし、タ
イムリーな情報を掲載する必
要がある。

〇令和７年度 学校経営報告のまとめ（総括）

・学力向上を目指した授業力向上について

校内研究・人事考課制度を活用した自己申告時の授業等で、教員の授業に対する意識の向上及び授業力の向上が図られた。

また、来年度の学力調査の結果を基に再度分析する必要があるが、その結果として子供たちの学力も、国語を中心に大きく向上している。

・いじめ・不登校等の生活指導上の対応について

学年会・生活指導部・生活指導夕会・校内委員会・生活指導全体会等、日々のトラブルについて組織的に、迅速に対応することができている。

また、重要案件については、年間で２０回以上、臨時校内委員会を開催し対応することができた。


